
1948 (昭和23) 年８月３日 岡山県邑久郡国府村 (現 瀬戸内市長船町) に

生まれる

1963 (昭和38) 年４月14日 日本イエス・キリスト教団 香登教会において

高橋虎夫牧師より受洗

[学歴]

1967 (昭和42) 年３月 岡山県立岡山操山高等学校卒業

1967 (昭和42) 年４月 大阪外国語大学外国語学部Ⅰ部英語学科入学

1971 (昭和46) 年３月 大阪外国語大学外国語学部Ⅰ部英語学科卒業

(文学士)

1973 (昭和48) 年４月 大阪外国語大学大学院外国語学研究科英語学専

攻修士課程入学

1975 (昭和50) 年３月 大阪外国語大学大学院外国語学研究科英語学専

攻修士課程修了 (文学修士)

[職歴]

1975 (昭和50) 年４月 神戸学院大学専任助手 (1978年３月まで)

1978 (昭和53) 年４月 神戸学院大学専任講師 (1981年３月まで)

1981 (昭和56) 年４月 関西学院大学商学部専任講師 (1983年３月まで)

1983 (昭和58) 年４月 関西学院大学商学部助教授 (2007年３月まで)

1987 (昭和62) 年４月 関西学院大学商学部学生副主任 (1989年３月ま

で)

1999 (平成11) 年４月 関西学院大学言語教育研究センター副長 (2001
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年３月まで)

2000 (平成12) 年８月 関西学院大学大学院言語コミュニケーション文

化研究科修士課程助教授 (専任) (言語科学特

殊講義､ 課題研究Ｍマル合)

2001 (平成13) 年４月 関西学院大学大学院言語コミュニケーション文

化研究科修士課程指導教員 (現在に至る)

2006 (平成18) 年４月 関西学院宗教活動委員長 (2008年３月まで)

2007 (平成19) 年４月 関西学院大学商学部准教授 (2014年２月まで)

2014 (平成26) 年３月 関西学院大学商学部教授 (現在に至る)

2015 (平成27) 年４月 関西学院大学大学院言語コミュニケーション文

化研究科博士課程後期課程指導教員 (現在に至

る)

[非常勤講師・客員研究員等の職歴]

1971 (昭和46) 年４月 大阪 YMCA大学予備校非常勤講師 (1973年３

月まで)

1978 (昭和53) 年４月 大阪外国語大学外国語学部非常勤講師 (1985年

３月まで)

1980 (昭和55) 年４月 大阪市立大学教養部非常勤講師 (1981年３月ま

で)

1985 (昭和60) 年４月 米国・ハワイ大学マノア校言語学科客員研究員

(1986年３月まで)

1996 (平成８) 年４月 米国・ハワイ大学マノア校言語学科客員研究員

(1996年９月まで)

[所属学会における主な役職]

1996 (平成８) 年12月 関西言語学会運営委員 (2015年８月まで)

2009 (平成21) 年６月 関西言語学会編集委員 (2015年８月まで)

2011 (平成23) 年４月 関西言語学会大会実行委員 (2015年８月まで)
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〈著 作 目 録〉

『日英語に見るもののとらえ方』 関西学院大学出版会 2014年３月

｢事態解釈と構文選択｣､ 『英語語法文法研究の新
展開』 (田中 実・神崎高明共編)

英宝社 2005年10月

“On Conversational Implicatures” 『神戸学院大学紀要』
(神戸学院大学教養部)
第６号

1976年１月

“Indirect Speech Acts : Interactions of Surface Form

with Illocutionary Force”

『神戸学院大学紀要』
第７号

1977年２月

“Two Types of te-aru” Nebulae (Osaka Gaidai

Linguistic Circle), Vol.

3

1977年12月

“On the Classification of wa and ga” 『神戸学院大学紀要』
第８号

1978年２月

｢合成名詞のシンタクス｣ 『神戸学院大学紀要』
第９号

1979年２月

｢難易文管見｣ 『神戸学院大学紀要』
第10号

1980年２月

｢視点構造と受給表現｣ 『神戸学院大学紀要』
第11号

1981年３月

“Empathy Constraints in English and Japanese” Kwansei Gakuin Uni-

versity Annual Studies,

Vol. 30

1981年12月

｢数量詞遊離｣ 『商学論究』 第29巻第
2・3・4合併号

1982年２月

｢日英語の空所化｣ 『論攷 英米文学語学
研究』 第11号

1983年２月
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｢前方省略と後方省略｣ 『論攷 英米文学語学
研究』 第12号

1984年１月

｢日英語の指示詞｣ 『論攷 英米文化研究』
第15号

1987年２月

｢日英語の態 (Voice) 散見｣ 『論攷 英米文化研究』
第16号

1988年３月

｢談話構造が文構造に落とす影｣ 『論攷 英米文化研究』
第17号

1989年３月

｢日英語表現の対応｣ 『商学論究』 第37巻第
1・2・3・4 合併号

1989年10月

｢日英語対照表現構造の原理｣ 『商学論究』 第39巻第
１号

1991年４月

｢テクストのテクストたるゆえん｣ 『論攷 英米文化研究』
第21号

1993年１月

｢言語学における語用論の現状｣ 『論攷 英米文化研究』
第22号

1994年３月

｢英語と日本語―認知的指向性と適切な表現―｣ 『論攷 英米文化研究』
第23号

1995年３月

｢文化による思考様式が日英語に落とす影｣ 『商学論究』 第43巻第
2・3・4合併号

1996年１月

｢客観主義と経験基盤主義の意味観｣ 『商学論究』 第44巻第
４号

1997年２月

｢動作主性の分析にみる形式と意味の相関関係｣ 『言語と文化』 (関西学
院大学言語教育研究セ
ンター) 創刊号

1998年３月

｢客観主義意味論と認知意味論のパラダイム｣ 『商学論究』 第46巻第
４号

1999年３月

｢主体性からみた日英語対照研究｣ 『言語と文化』 第３号 2000年３月

｢意味構造と普遍性｣ 『言語と文化』 第４号 2001年３月

｢メトニミーのもつ認知内容発露機能｣ 『商学論究』 第50巻第
1・2合併号

2002年12月

｢英語における２通りの補語｣ 『商学論究』 第50巻第
４号

2003年３月

｢英語における２通りの補語と図地反転｣ 『言語と文化』 第８号 2005年３月

｢日英語の視点―ケーススタディ―｣ 『言語文化論集』 (関西
学院大学経済学部研究
会) 第５号

2007年３月

｢直喩において類似性がもつ機能｣ 『商学論究』 第57巻第
２号

2009年９月
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｢事態把握のパターンと表現の対応関係｣ 『言語と文化』 第14号 2011年３月

｢たたく行為の日英語表現比較｣ 『商学論究』 第60巻第
1・2合併号

2012年12月

｢日英語に見る主体の捉え方｣ 『商学論究』 第63巻第
４号

2016年３月

『ランゲージ・ファイル―英語学概論―』 (筧 壽
雄・西光義弘・嶋村 誠編訳)

研究社出版 1999年１月


